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前年度の課題
への対応

設計図書のＣＡＤデータや工事記録を逐次集積している。設計に当っては、施設の長寿命
化に繋がる材料や工法の選択を行なった。

建築指導費 業務委託

実施義務 あり（義務的・標準的事業） 国県補助

③ 合計コスト（①＋②） 17,100,00017,167,000

●事業の実施内容（DO）

219,000

[単位：円]

経常経費

② 人件費 16,880,000

230,000 220,000287,000

なし（直営）

219,000
230,000

ア）コストの推移 ＊この事業にかかる費用（人件費は、1人あたり年間800万円で換算）

287,000
29年度

① 直接事業費

28年度
220,000

16,470,000

2.11

104.2% 99.6%

16,880,000

意　図

＊29年度に、いつ・どこで・誰が・何を・どのように行ったか、という具体的な内容

３

総合計画の推進に向けて

政　　策 施　　策

事業の実施内容

30年度(予算）

なし

なし

「岡谷小学校解体工事（第２期工事）」、「諏訪湖ハイツ全館壁面及び防水等改修工事」、「岡谷市文化
会館小ホール音響設備等改修工事」、「やまびこ公園管理棟屋根及び水車小屋長寿命化工事」、「庁舎直
流電源装置更新工事」、「岡谷塩嶺病院リハビリ棟解体工事」の設計、発注及び監督を行なった。

目
的
体
系

基本目標

その他

事業の概要等 ＊対象者（誰のため)、意図（どのような状態にしたいのか）

事業の概要
（簡潔に）

公共建築物の建築及び改修工事の設計、工事発注及び監督。

目
的

27年度

対象者 施設利用者

区　分

良好な施設の提供

29 年度

１次評価日（主幹等）

評価対象年度 平成

２次評価日（課長等）

課等

総合計画の推進に向けて

165132

高橋　一博作成者建設水道部 都市計画課

コード

事務事業評価表（内部管理事務等）

事業名

担当部課

公共建築物の建設・営繕業務

部等

事業概要

根拠法令

予算科目

④ コストに関する補足説明

17,100,000
特定財源

17,819,000 16,470,000

17,167,000

前年度比 92.4%

財源
内訳

一般財源 17,819,000

2.11
17,600,000

臨時的経費

＊特定財源の説明

正規職員の人数（人）

＊臨時的経費の説明

2.20
16,240,000

2.03

様式第３号



イ）負担金、補助金、交付金の状況

７

８

件数

ア)の①に含まれる負担金
等合計金額及び割合

合計金額 0 0 0 0
割合 0.00% 0.00% 0.00% 0.00%

件数

件数

金額

件数

金額

金額

金額

[単位：件、円、％]

負担金補助金 27年度 28年度 29年度 30年度(予算）

件数

金額

継続して実施 ９ 施策評価による30年度の優先度
*H28年度施策評価表より転記すること

次年度の方針

平成３０年４月～

具体的な課題と改善

課
　
題

●次年度の計画（PLAN）

●改善の内容（ACTION）

外部の完成施設の見学により、設計の感性を向上させる。また、講習会等に参加し、積算、見積り能
力の向上に努める。

（事務を正確に実施し、少ない費用で効率的に事業を行う上で、現在課題になっていること）

建築技師としてより一層技術力の向上を図る必要がある。また、事業の基本構想段階では、建築関係
のまとめ役として、事業の推進を図る必要がある。

改
善
方
法

（上記の課題をふまえて30年度以降に実施する、具体的な改善の内容）

改善開始時期


